
 
2026 年 2 月 27 日 第 3543回例会 

 
                  於： 横須賀商工会議所 

＜点鐘・開会＞ １２：３０ 山 下 会長 

＜斉    唱＞ 「それでこそロータリー」 

＜ゲスト紹介＞ ＊ものまねタレント/千葉県議会議員 プリティ長嶋 様 

 ＊米山奨学生  朴  裁 潤  様 

＜ビジター紹介＞ ＊台北市幸福ロータリークラブ 国際奉仕委員長 謝  冠 園 様 

＜新会員入会式＞ ＊吉 住 尚 人 会員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜会 長 報 告＞ ＊ガバナー事務所より 

          ・「クラブ活性化セミナー２０２６」開催のご案内について 

           テーマ：「会員がやめないクラブ作り」 ～みんなで語り合おう～ 

   【１日目】４月２７日(月) 受 付： ９：３０～  

                開 会：１０：００  閉 会：１７：３０ 

                懇親会：１７：４５～ 

   【２日目】  ２８日(火) 開 会： ９：００  閉 会：１２：００ 

                会 場：パシフィコ横浜 会議センター５Ｆ 

                             ５０１・５０２号室 

 

＜米山奨学生への奨学金授与＞ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜幹 事 報 告＞ ＊ネパール出発に際し 

＜出 席 報 告＞ ＊出席委員会 森委員長から２月２８日の出席報告 

会 員 数 出席対象者数 出席数(ZOOM出席数） 欠 席 数 ﾒｰｸｱｯﾌﾟ数 出 席 率 

１１４名 １０５名 ５６名(２名） ４９名 ５名 ５７．５５％ 

  メークアップ ： 小保内会員 地区委員会出席 髙橋(隆)、新倉両会員 横須賀西ＲＣ例会出席 

           比護会員 理事役員会出席 吉田(清)会員 鎌倉ＲＣ例会出席 

＜ニコニコ報告＞ 

 ・三    役 ものまねタレント/千葉県議会議員 プリティ長嶋様、ようこそ横須賀へ、ようこそ横須 

         賀ＲＣへ。卓話楽しみにしております！ 

 ・大野（健）、植 田、田 中、石 田、池 田、松本（明）、齋藤（愼）、齋藤（眞）、権 田、田 邉、 

  杉 浦、長 尾、森、澤 田、根 岸、木 村、小佐野、川 名、杵 渕、平 松、吉田（久） 各会員 

         本日はものまねタレント/千葉県議会議員 プリティ長嶋様による卓話です。とても楽 

         しみにしています。よろしくお願いいたします。 

 ・三    役 台北市幸福ロータリークラブ 謝 冠園様ようこそ横須賀ＲＣへ そして日本へ、お帰 

         りなさい。本日もどうぞ最後まで例会をお楽しみください。 

 ・植 田、小 澤、齋藤（眞）、八 巻、佐久間、前 田、徳 永、江 沢、江 口、角 井 各会員 

         台北市幸福ロータリークラブ 国際奉仕委員長 謝 冠園様、米山奨学生 朴 裁潤様、 

         ようこそお越しくださいました。ごゆっくり例会をお楽しみ下さい。 

 ・植 田、渡 邉、梶 木、高橋（岐）、齋藤（眞）、八 巻、田 邉、 

  野 坂、前 田、杉 浦、上 林、澤 田、萩 原、椿 各会員 

         吉住尚人会員入会おめでとうございます。楽しいロータリーライフを送ってください。 

         これからもよろしくお願いします。 

 ・吉 住 会員 本日より入会させて頂きます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 ・８番テーブル小林（康）マスター、真野サブマスター ２月２４日(火)、雪国にてテーブルミーティングを 

         開催いたしました。お忙しいところ山下会長、鈴木幹事、比護ＳＡＡ、三宅さんにもご 

         参加頂き、美味しい中華料理とお酒、楽しい会話で有意義な時間を過ごすことが出来ま 

         した。髙橋隆一会員からの紹興酒の差入れありがとうございました。参加して頂いたメ 

         ンバー有難うございました。 

 ・梶 木、前 田、森 各会員 ２月２４日(火)、８番テーブルミーティングを雪国にて開催いたしまし 

         た。美味しい料理とお酒で大変盛り上がりました。皆さんの近況報告楽しかったです。 

         小林康記マスター、真野サブマスターお世話になりました。 

 ・１番テーブル越川マスター、井上サブマスター ２月２５日(水)、1番テーブルミーティングを横須賀 

         中華KOMINEにて開催いたしました。山下会長、鈴木幹事、比護ＳＡＡ、三宅さんにもご 

         参加いただき有難うございました。美味しい料理と皆さんのトークで大変盛り上がりま 

         した。参加していただいたメンバーありがとうございました。 



 ・植 田、萩 原、八 巻、鷲 尾 各会員 ２月２５日(水)、１番テーブルミーティングをKOMINEにて 

         開催いたしました。美味しい中華料理とお酒で楽しいテーブルミーティングでした。 

         皆さんと席が近く、とても会話しやすいので盛り上りましたね。越川マスター、井上サ 

         ブマスター有難うございました。 

 ・前田ガバナーノミニー 次週の例会で地区大会の概要について話させていただきます。どうぞ宜しくお 

         願い致します。 

 ・社会奉仕委員会 齋藤秀人委員長、加藤淳副委員長 ３月８日(日)、いよいよ1万メートルプロムナー 

         ドクリーン作戦が実行されます。晴れますように！ 

 

 

＜卓 話＞              「 長 嶋 さ ん の や さ し さ 」  

                               ものまねタレント／千葉県議会議員 

                                                                  プ リ テ ィ 長 嶋 様 

 「記録の男ではなく、記憶の男」プロ野球界に

おいて、これほど多くの人の心に鮮明な印象を残

し続けている人物は、他に類を見ないのではない

でしょうか。長嶋茂雄氏は、輝かしい成績や華や

かなプレーだけでなく、その立ち居振る舞いや人

への向き合い方によって、今なお語り継がれる存

在です。近年、「セコムしてますか」というフレー

ズが再び注目を集めました。大谷翔平選手の活躍

を背景に、長嶋氏と大谷選手が共演するＡＩ映像

が話題となったことは、多くの方の記憶に新しい

ところでしょう。その短い映像の中には、実は日

本球界の“もしも”の歴史が象徴的に込められて

いるとも言われています。約６０年前、長嶋氏が

現役最盛期の頃、メジャーリーグ関係者から日本

に類まれな才能を持つ選手として注目されていた

という逸話は、今改めて振り返ると感慨深いもの

があります。しかし今回は、そうした華々しい歴

史ではなく、一人の人間としての長嶋茂雄氏の姿

に焦点を当てたいと思います。２００１年９月３

０日、東京ドームの一場面。東京ドームで行われ

たこの試合は、長嶋茂雄監督にとって、読売ジャ

イアンツ監督としての最後の日でした。多くのフ

ァンが、勝敗以上に、その姿を目に焼き付けるた

めに球場へ足を運んだ一日です。試合終盤、ジャイアンツの敗色が濃厚となり沈滞ムードが漂う中、一時的

な「間」が生まれました。テレビ中継では映す対象を探す中、ベンチに座る長嶋監督の表情が大きく映し出

されます。厳しい表情のまま試合を見つめていたその瞬間、ふと柔らかな笑顔がこぼれました。そのわずか

な表情の変化は、多くの視聴者にとっては見過ごされるほどの一瞬だったかもしれません。しかし、当日東

京ドームで生観戦していた私にとっては、強く心に残る場面となりました。監督の視線の先には、バックス

クリーンのオーロラビジョンがありました。そこに映し出されていたのは、偶然にも客席にいた私の姿と、

それを取り囲むファンの様子でした。その光景を目にした瞬間、長嶋監督は嬉しそうに微笑み、そしてこう

つぶやきました。「あいつだよ、プリティがきているよ。」私は自宅に帰宅後、何度もビデオ録画を見て、感

動しました。次に「人を気にかける」ということ長嶋茂雄氏の最大の魅力は、周囲への細やかな気配りにあ

ったと感じます。それは、何気ない一言や仕草の中に自然とにじみ出るものでした。私が千葉県県会議員に

当選した後、再会する機会がありました。病を患い右手が効かず、言葉もやや不自由になっていたにもかか



わらず、私が千葉県議会議員に当選しましたという話をしたところ、長嶋さんからの返答は、「プリティ、俺

がそんな事を知らないと思っているのか。」その言葉を聞いて、日頃からどれほど人を見て、覚えているのか

を改めて実感しました。逸話と真実のあいだで長嶋茂雄氏にまつわる逸話は、数え切れないほど存在しま

す。中には真偽の定かでないものや、時を経て誇張された話も少なくありません。しかし、数多くのエピソ

ードが生まれること自体が、長嶋氏がそれだけ人の記憶に残る存在であった証でもあります。人は、心を動

かされた相手のことを語りたくなるものです。事実かどうか以上に、「そう語りたくなる人物」であったこと

が、何よりも重要なのではないでしょうか。自転車と笑顔に象徴される素顔。キャンプ地での一場面。私が

千葉から遠く宮崎県のジャイアンツキャンプ地にまで乗ってきた、その自転車にまたがり、無邪気な笑顔で

走る長嶋監督の姿は、多くの報道関係者やファンの記憶に残っています。年齢や立場を超え、興味を持った

ものに真っ直ぐ向き合うその姿勢は、少年のようでもありました。「楽しい」「面白い」と感じたことを、全

身で表現する。その純粋さこそが、人々を惹きつけてやまなかった理由なのでしょう。卓話の終盤に触れて

おきたいのは、私と横須賀のつながりとなる話です。戦時中、横須賀海軍工廠の水兵として所属していた父

は、航空機乗りになりたいと希望して、転属となりました。そのきっかけがなければ生き延びられたかわか

りません。一つでも違う選択をしていれば、今の自分は存在していなかったかもしれません。人生は、思い

通りにならないことの連続です。しかし同時に、どの道を選び、どう生きるかによって、未来は確かに形作

られていくということも事実です。また、当時親しくしていた女性が横須賀在住でよく遊びにいきました(Ｙ

銀行の方)。しかし、私は自身の夢を実現したく公務員からお笑いの道に入った事で関係が深まる事はありま

せんでした。もしこのまま公務員を続けていたとしたら、どのような未来が待っていたのか…ふと考える時

もありますが、自身が選んだ進路に満足をしています。この後、もう少しお話を続けたかったのですが、残

念ながら時間となりました。また機会ありましたら、ぜひお声かけ下さい。ご清聴、本当にありがとうござ

いました。 

 

※内容を省略して掲載しております。 

 

 

 

＜閉会・点鐘＞ １３：３０ 山 下 会長 

 

週報担当 池 田   亨 


